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NT（準絶滅危惧）
カテゴリー判定基準：b), c)有尾目　サンショウウオ科

日本固有種

ヒダサンショウウオ
Hynobius kimurae Dunn, 1923
英　名：Hida salamander

旧レッドリストカテゴリー
1991 1997 2006
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　関東地方から中国地方にかけての標高35～1,800mの山地森林の、小さな渓流付近で生活する。全長101～184mm。鋤
骨歯列は深いＵ字型で、四肢は短く、尾は円筒形。背面は紫褐色で黄色の斑点があり、腹面には斑点がない。2～4月
頃に源流近くで繁殖し、水中の岩石の下面に虹色光沢のある強靭な卵嚢対を産み付ける。産卵数は13～51個。地域によっ
ては幼生のまま越冬する。東海地方を境に、分布域の東西で形態的・遺伝的分化が大きく進んでいる。かつては食用
とされたこともあり、近年は各地で砂防堰堤（25）や林道の建設（24）、森林伐採（11）、水質汚濁（31）および愛好
者等による乱獲（41）などが生存に悪影響を及ぼしている。
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ブチサンショウウオ
Hynobius naevius (Temminck & Schlegel, 1838)
英　名：Blotched salamander

旧レッドリストカテゴリー
1991 1997 2006

─ ─ ─

　本州西部（岡山県以西）、九州地方北部の山地森林に分布する。全長91～140mmで、茄子紺色の地に銀白色の斑紋を
背面にもち、腹面にも斑紋を有する。鋤骨歯列はＶ字型。近縁のヒダサンショウウオは腹面に斑紋がなく、背面の斑
点は黄色であり、コガタブチサンショウウオはより小型で背面の基色は褐色系で斑紋も小さく、より多い。5～6月に
渓流の源流部で水中の石の下や隙間に産卵する。一腹卵数は17～26個。ふ化した幼生は渓流中で水生昆虫などを食べ
て生活し、秋までに変態して上陸するが、一部はそのまま越冬する。変態直後幼体の全長は27～31mm。変態後は落葉
や倒木、石等の下、砂礫中に潜み、クモ、ワラジムシ、ナメクジなどを捕食する。本州ではヒダサンショウウオやハ
コネサンショウウオと、九州地方（西部を除く）ではコガタブチサンショウウオと混生していることもあり、本種の
幼生がヒダサンショウウオの幼生に捕食されるという報告がある。道路建設（24）やダム建設および砂防ダムへの土
砂堆積（25）、森林伐採（11）が生存に悪影響を及ぼしている。
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